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３　教育に関連する取組
　平成 30 年 (2018) 告示の高等学校学習指導要領（「歴史総合」及び「日本史探究」）において、
博物館や図書館に加え、新たに「公文書館」が連携機関として明記され、学校教育での公文書館

（文書館）の活用等が求められるようになった。
　これを契機として、当館では令和元年 (2019) 度以降、県内の学校との連携を一層強化し、学
校所蔵資料の調査及びデジタル化による公開、高等学校との共催による歴史講座の開催、教員を
対象とした講演・見学会等を行ってきた。
　さらに、令和５年度には、和歌山県歴史資料アーカイブ内に「授業で使える和歌山の資料」と
題したウェブページを開設し、当館が所蔵する古文書等の歴史資料を学校の授業等で活用しても
らうための取組を進めている。
　なお、当館では、開館時より教育委員会からの出向者が在籍し、担当業務と並行して学校との
連携や所蔵資料の教育活用にも取り組んでいる。
　近年における教育に関連する各取組の詳しい内容は以下のとおりである。

（１）学校所蔵資料の調査及びデジタル化による公開
　学校には、地域の人々から寄贈された書籍や古文書、学校が作成した文書など様々な資料が残
されている。しかし近年では、自然災害や学校の再編等によって、学校に残された資料が被災し
たり廃棄されたりするケースが全国各地でみられる。
　和歌山県においても、平成 23 年９月の紀伊半島大水害により、学校に保管されていた資料が
被災した事例がある。こうした資料の散逸・消滅を防ぎ、学校・地域のあゆみやつながり等を示
す歴史資料として適切に保存・活用していくことが求められている。
　令和元年度、当館では、学校所蔵資料等の所在状況を把握し、デジタル化を含めた保存・活用
を図ることを目的に、県内の公立高等学校・市町村教育委員会等を対象とした「歴史資料の収
集に係る調査」（アンケート調査）を実施した。その結果、公立高等学校では、回答のあった 31
校のうち、18 校が「歴史資料」を保存していることが明らかとなった。現在、その中から下記
２校の学校所蔵資料をデジタル化し、和歌山県歴史資料アーカイブで公開している。
　また、県内では、校内に資料室を設置し、学校自ら所蔵資料を保存・活用しようとする事例も
みられる。当館では、県内の各学校に対し、必要に応じて専門職員による訪問調査や資料保存に
関する助言等を行っている。

ア　県立耐久高校所蔵「耐久梧陵文庫」（令和２年 11 月公開）
　「耐久梧陵文庫」は、県立耐久高校に受け継がれてき
た江戸時代から明治時代の版本を中心とする約3,400点の
書籍の総称である。同校は、嘉永５年(1852)に濱口梧陵
（1820～1885）らが有田郡広村（現広川町広）に設立し
た「稽古場」（慶応２年(1866)に「耐久社」と命名）に源
流をもつ伝統校である。
　資料の多くは地域の有志らが学校に寄贈したものであ

写真１　耐久高校での資料整理のようす
（平成 28 年８月７日）　　　
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り、中でも、明治時代に活躍した実業家・政治家で、耐久学舎の舎長も務めた濱口容
よう

所
しょ

（東濱
口家第９代吉右衛門、1862 ～ 1913）の旧蔵書が大部分を占める。
　これらの資料は、長年校内で保管されてきたが、同校から当館への相談をきっかけに調査が
始まり、平成 28 年度より和歌山大学の教員及び学生、耐久高校の同窓会員・教職員・生徒、
当館職員らによって整理作業が行われ、全点の目録が完成した（写真１）。整理作業後、資料
は津波や洪水等による浸水被害の可能性が低い校舎３階の一室で保管されている。また、平成
27 年度に同校内に設置された校史資料室「耐久史学館」において一部を展示するなど活用が
図られている（写真２）。
　和歌山県歴史資料アーカイブでは、このうち 22 点（959 画像）を公開している（写真３）。

　　　　　　　　　　
イ　県立串本古座高校所蔵「中根文庫」（令和３年３月公開）

　「中根文庫」は、明治から昭和時代にかけて活躍した郷土史家、中根七郎（1871 ～ 1957）
が筆写・収集した 201 点（うち 8 点欠）の文献資料である。昭和 28 年 (1953)、同 43 年 (1968)
の２回にわたり県立古座高校に寄贈された。平成 22 年に県立古座高校と県立串本高校が統合
し、県立串本古座高校となったため、現在は同校内で保管されている。
　これらの資料は、中根が『紀伊東牟婁郡誌』（大正６年 (1917) 刊）編さんをきっかけに収
集を開始したもので、旧紀州藩領（現在の三重県を含む）の歴史・文化・宗教・災害・動植物
等に関する幅広い郷土資料が含まれている。このうち 125 点は中根自身による書写で、天災
等で原本が失われたため、中根文庫の筆写本でのみ内容を知ることができるものもあり、紀南
地域の歴史を知る上で重要な資料である（写真４）。
　和歌山県歴史資料アーカイブでは、このうち 156 点（9,906 画像）を公開している（写真５）。

写真２　耐久史学館 写真３「耐久梧陵文庫」のうち『落葉の錦　上』

写真５　「中根文庫」のうち『新宮武鑑』写真４　「中根文庫」のうち災害関係資料
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（２）「授業で使える和歌山の資料」のインターネット公開
ア　概要
　前述のとおり、平成 30 年（2018）告示の学習指
導要領において公文書館（文書館）の活用が明記され、
歴史の授業において資料を活用した学習の充実がより
一層求められるようになった。
　当館では、令和５年（2023）５月、和歌山県内に
伝わる古文書等の歴史資料を学校の授業の教材として
活用してもらうことを目的に、和歌山県歴史資料アー
カイブ内に、「授業で使える和歌山の資料」と題した
特設ページを開設した。当該ページでは、当館が所蔵
する古文書等の中から、歴史の教科書に登場する事件
や出来事に関連するものをピックアップし、資料のデ
ジタル画像に解説シートを添えて公開している（写真
６）。
　解説シートは、教育委員会から出向している職員が
実際の活用場面を想定しながら作成しており、資料の
翻
ほんこく

刻（くずし字を活字に直したもの）・意訳・語句説
明等のほか、歴史的背景や和歌山との関わりについて
詳しく解説している。また、活用のポイントを明示す
るとともに、関連資料が掲載されているウェブサイト
等のリンクを掲載することで、授業や教材研究で活用
しやすいよう工夫している（写真７）。
　身近な地域に伝わる歴史資料から、教科書の学習事項の一端を学ぶことができる内容としてお
り、小学校・中学校・高等学校における歴史（日本史）、総合的な学習（探究）の時間等の授業、
ふるさと学習のほか、一般の学習用としても幅広く活用が可能である。資料は今後、順次追加公
開していく予定である（表１）。

表１　公開資料の例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（令和５年 11 月現在）

タイトル 内容

１ キリシタン禁制
―密告者には褒美を与える―

和歌山市大川に伝わった天和２年(1682)のキリシタ
ン禁制の触書。

２ 大塩の乱
―粉河の旧家に残されていた大塩平八郎の人相書―

天保８年(1837)に起こった大塩の乱の首謀者を指名
手配するための人相書の写し。

３ 学制の布達
―和歌山県における小学校教育のはじまり―

明治５年(1872)に発布された学制に関する和歌山県
の布達。

４ 地券
―和歌山県における地租改正―

明治初年の地租改正に際して発行された和歌山県内
の地券（改正地券）。

５ 紀南の自由民権運動
―幻の「田辺改進党」構想―

自由民権運動の高まりを受け、明治期に田辺で結成
が目指された「田辺改進党」の団結趣意書。

授業で使える和歌山の資料

写真 6　「授業で使える和歌山の資料」ページ
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イ　解説シートの構成
 
 

　　

１　資料　　　　
【資料】
資料の画像を掲載している。リンクを
クリックすると、資料全体及び分割し
た画像を見ることができ、自由にダウ
ンロードすることが可能である。

【翻刻】
くずし字を活字に直して掲載している。

【意訳】
資料の内容を現代語で意訳している。

【語句・人名】
語句や人名について解説し、理解の一
助としている。

２　解説
解説は原則として、
　⑴資料に関する歴史的背景
　⑵和歌山との関わり
　⑶資料内容の説明
の３段構成としている。
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（３）教員向け講座等
ア　県立串本古座高校との共催による歴史講座
　串本古座高校「古座高校・古座校舎　百年の青春　はまゆう館」（資料室）の開設と同校所蔵「中
根文庫」の当館によるデジタルアーカイブ公開を記念し、同文庫をはじめ地域に残る歴史資料の
価値や教育活用をテーマに同校との共催による歴史講座を開催した（写真８、９）。当初は教職
員向けの研修会として企画した講座であったが、地域の人々にも広く知ってもらうため一般公開
することとし、当館職員３名が講演した。

　【講座名】「百年の青春 はまゆう館」開設・「中根文庫」デジタルアーカイブ公開記念歴史講座
　【開催日】令和３年 (2021)12 月３日
　【場　所】県立串本古座高校　視聴覚教室
　【内　容】①砂川佳子 副主査 「中根七郎と中根文庫―古座からはじまる郷土史研究―」
　　　　　　②玉置將人 副主査 「学校に残る歴史資料の魅力と可能性」　
　　　　　　③藤　隆宏 主任　 「現在に伝えられた『災害の記憶』を未来につなげる」
　　　　　　＊終了後、希望者を対象に「百年の青春　はまゆう館」の見学会を実施
　【受講者】46 人（串本古座高校教職員 18 人、一般参加者 28 人）

３　活用のポイント
教員向けに、授業で活用する際の切
り口となる視点や資料の注目ポイン
トなどを紹介している。

６　参考文献
解説を作成する上で参考にした文献
名を記載している。

４　出典
資料の出典（文書群名、資料番号等）
を記載している。リンクをクリック
すると、文書群の詳しい解説を PDF
形式で見ることができる。

５　関連資料・ウェブサイト等
取り上げた資料以外にも、関連する
資料や参考となるデジタルアーカイ
ブ・ウェブサイト等のリンクを掲載
している。リンクから各サイトにア
クセスできる。

写真７　解説シートの例
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イ　高校地理歴史・公民科教員向け講演
　令和４年 (2022) ５月、教科研究団体である和歌山県高等学校社会科研究協会の定期総会にお
いて、地理歴史・公民科教員を対象に、文書館及びデジタルアーカイブの教育活用をテーマに講
演を行った。
　【実施日】令和４年５月 17 日
　【場　所】県立粉河高校　視聴覚教室
　【演　題】「教育と文書館の仕事―文書館・デジタルアーカイブの教育活用に向けて―」
　【講演者】宮下和己館長、玉置將人副主査
　【受講者】県内高校地理歴史・公民科教員　27 人

ウ　高校地理歴史・公民科教員向け見学会
　令和４年９月、所蔵資料を授業等で活用しても
らうことを目的に、和歌山県高等学校社会科研究
協会と連携し、同協会が主催する現地研修会を当
館及び県立図書館において実施した（写真 10）。
　【実施日】令和４年９月 30 日
　【場　所】当館及び県立図書館
　【内　容】施設の概要説明、収蔵庫等各施設の
　　　　　　案内、所蔵資料の紹介、教員との意
　　　　　　見交換等
　【参加者】県内高校地理歴史・公民科教員　21 人

写真９　歴史講座のようす写真８　「百年の青春 はまゆう館」の展示風景

写真 10　古文書収蔵庫内での説明のようす
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